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平成26年度
市功労者表彰式
　それぞれの分野において、永年にわたり地域社会の発展と
市民福祉の増進に献身的な活動を続けられ、本市の発展に貢
献されたかたを表彰する「平成26年度市功労者表彰式」が、
11月11日、市文化会館で行われ、22人のかたが表彰されました。

市の発展に貢献された功労者を表彰

叙
勲

　
永
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
か
た
に
贈
ら
れ

る
「
秋
の
叙
勲
」
が
、
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、

本
市
で
は
、
次
の
か
た
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

青
あ お

木
き

幸
さ ち

雄
お

さん

●主な功績
市議会議員（平成13年
12月～現在）

永年公職

篠
し の

木
ぎ

正
ま さ あ き

明さん

●主な功績
市議会議員（平成14年
10月～現在）

　野
の

　隆
たかし

さん

●主な功績
市議会議員（平成14年
10月～現在）

岡
お か

村
む ら

一
か ず

男
お

さん

●主な功績
市議会議員（平成14年
10月～現在）

井
い の

野口
ぐ ち き ん

錦二
じ

さん

●主な功績
区長（平成10年４月～
同26年３月）など

（下早川田町）（岡野町）（赤生田町）（松原三丁目）（成島町）

永年公職永年公職永年公職永年公職

中
な か に し

西　武
たけし

さん

●主な功績
市観光協会副会長（平
成14年～現在）など

産業振興

小
こ

林
ばやし

利
と し

夫
お

さん

●主な功績
市ソフトボール協会副
理事長（平成６年３月
～現在）など

佐
さ

竹
た け

三
み つ

夫
お

さん

●主な功績
市青少年センター補導
員（平成５年４月～現
在）など

阿
あ べ

部　宇
さかえ

さん

●主な功績
市青少年センター補導
員（昭和56年４月～現
在）など

三
み つ

ツ森
も り

惠
け い い ち

一さん

●主な功績
市剣道部副部長（平成
９年４月～現在）など

（高根町）（尾曳町）（青柳町）（朝日町）（堀工町）

社会教育社会教育体育振興体育振興

中
な か む ら

村悦
え つ

五
ご

郎
ろ う

さん

●主な功績
環境保健委員（平成８
年４月～現在）

永年公職

小
こ

沼
ぬ ま

美
み え こ

惠子さん

●主な功績
母子寡婦会会長（平成
８年４月～同26年３月）
など

曽
そ ね

根英
ひ で

子
こ

さん

●主な功績
保護司（平成５年７月
～現在）など

小
お

河
が わ

瀬
せ

　鐐
りょう

さん

●主な功績
環境保健委員（平成８
年４月～現在）

小
こ

室
む ろ

良
りょう

治
じ

さん

●主な功績
館林商工会議所常議員
（平成13年11月～現在）
など

（東広内町）（新宿一丁目）（高根町）（台宿町）（つつじ町）

永年公職社会福祉社会福祉産業振興

中
な か じ ま

島　清
きよし

さん

●主な功績
田山花袋研究者（平成
13年～現在）など

小
お

河
が わ

瀬
せ

康
や す の り

登さん

●主な功績
館林消防団副団長（平
成23年４月～現在）など

（大手町）（新宿一丁目）

文化振興

栗
く り ば ら

原欣
き ん い ち ろ う

一郎さん

●主な功績
副区長（平成８年４月
～同26年３月）

永年公職

菅
す が ぬ ま

沼孝
た か

夫
お

さん

●主な功績
学校内科医（平成８年
２月～現在）

川
か わ し ま や す ひ ろ

島康宏さん

●主な功績
学校内科医（平成７年
12月～現在）

梶
か じ

田
た

順
じゅんいち

一さん

●主な功績
統計調査員（平成５年
４月～現在）

岡
お か

田
だ

博
ひ ろ あ き

明さん

●主な功績
学校歯科医（平成８年
４月～現在）

（本町一丁目）（分福町）（岡野町）（本町一丁目）（高根町）

永年公職永年公職永年公職永年公職消防事業

小
こ

島
じ ま

　広
ひろし

さん
（成島町）

秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
賞

鉄
道
業
務
功
労

吉
よ し

広報たてばやし
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江戸時代、館林城主として19年の間、この地を治め
ていた五代将軍の徳川綱吉。今回、館林市制施行60
周年を記念し、特別展「徳川綱吉」が、10月４日か
ら11月16日に、第一資料館で開催されました。今回
の特集では、連日多くのかたがたが訪れ、大盛況の
うちに幕を閉じた、この特別展をリポートします。

綱
吉
の
特
別
展
が
初
開
催

　

11
月
８
日
に
徳
川
綱
吉
と
そ
の
時
代
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
記
念
講
演
会
。
そ

こ
で
德
川
宗
家
の
後
継
者
、
德と

く

川が
わ

家い
え

広ひ
ろ

さ

ん
は
綱
吉
に
対
す
る
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
２
６
０
年
続
い
た
江
戸
時
代
。
初
代
将

軍
徳
川
家
康
か
ら
、
１
０
０
年
か
け
て
盤

石
な
体
制
を
築
き
ま
し
た
。
五
代
将
軍
の

綱
吉
は
、
そ
の
体
制
づ
く
り
の
総
仕
上
げ

を
行
っ
た
重
要
人
物
。
今
回
、
ゆ
か
り
の

地
館
林
市
で
、
綱
吉
の
特
別
展
が
開
催
さ

れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」。

　

特
別
展
開
催
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の

が
昨
年
の
８
月
。
担
当
学
芸
員
は
、「
特
別

展
の
開
催
に
当
た
り
、
公
益
財
団
法
人
德

川
記
念
財
団
や
、
各
地
の
所
蔵
先
を
訪
ね
、

調
査
・
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。
こ

れ
だ
け
貴
重
な
資
料
が
展
示
で
き
た
こ
と

は
、
所
蔵
者
、
市
史
専
門
委
員
の
か
た
が

た
な
ど
の
お
か
げ
で
す
。
今
回
の
特
別
展

で
多
く
の
か
た
に
綱
吉
の
事
績
と
人
物
像

を
知
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
、
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

特
別
展
に
は
、
連
日
多
く
の
観
客
が
来

場
。
講
演
会
や
古
文
書
研
究
会
公
開
講
座
、

展
示
解
説
会
も
多
く
の
か
た
で
に
ぎ
わ
い
、

綱
吉
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

綱
吉
の
館
林
に
お
け
る
足
跡

　

綱
吉
は
藩
主
を
務
め
て
い
た
と
き
、
館

林
城
に
は
ほ
と
ん
ど
在
城
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
綱
吉
は
江
戸
の
神
田
橋
内
に
あ

っ
た
神
田
御
殿
に
住
ん
で
お
り
、
家
臣
は

神
田
御
殿
と
館
林
城
に
分
か
れ
て
仕
え
て

い
ま
し
た
。

　

館
林
城
に
唯
一
在
城
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
記
録
は
、
今
回
の
特
別
展
で
展
示

さ
れ
て
い
た
、
厳
有
院
殿
御
実
紀
（
徳
川

実
紀
）
の
み
。
そ
こ
に
は
寛
文
３
年
（
１

６
６
３
）、日
光
東
照
宮
に
参
詣
を
行
っ
た

帰
り
に
、
館
林
城
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
林
城
に
は
４
・

５
日
間
の
滞
在
で
し
た
。

　

こ
れ
以
外
に
、
館
林
城
に
在
城
し
た
記

録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
館
林
城
下

に
あ
る
鷹た

か

場
に
赴
い
た
記
録
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
際
に
も
館
林
城
に
立
ち
寄
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

表
現
者
と
し
て
の
綱
吉

　

「
書
も
な
か
な
か
の
腕
だ
が
、
絵
の
才

能
が
こ
こ
ま
で
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
は

全
く
知
ら
な
か
っ
た
」。特
別
展
を
訪
れ
た

か
た
は
一
様
に
そ
う
話
し
ま
す
。
綱
吉
は

生
類
憐
み
政
策
や
貨
幣
改
鋳
な
ど
の
政
治

的
側
面
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
、
人
物
像
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
回
の
特
別
展
で
は
、
綱
吉

が
描
い
た
書
や
画
の
数
々
、
当
時
の
記
録

な
ど
を
通
し
て
、
綱
吉
の
豊
か
な
感
性
や

才
能
、
儒
学
や
仏
教
に
強
い
影
響
を
受
け

て
い
た
こ
と
も
、
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
綱
吉
の
実
像
に
迫
っ
た
特
別

展
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

綱吉公
館林

が

で甦
よみがえ

る
―館林城主から将軍へ―

館林市制施行60周年記念・館林市立資料館特別展

特集
Special Edition

①綱吉の自筆による芦鷺之図▶愛宕
神社蔵②貴重な書や画の数々。全部
で83点の資料が展示された③綱吉が
館林に立ち寄ったことが記されてい
る。厳有院殿御実紀・巻廿六▶個人
蔵（德川宗家文書）④全３回開催さ
れた館林古文書研究会公開講座⑤11
月８日に開催された記念講演会の様
子⑥展示解説会の様子

德
とく

川
がわ

家
いえ

広
ひろ

さん▶写真左　公益財団法人德川記
念財団理事、長崎大学客員教授、翻訳家
佐
さ

藤
とう

孝
たか

之
ゆき

さん▶写真右　東京大学史料編纂所
教授、館林市史編さん専門委員近世部会長

德川家広
　　×
佐藤孝之

対 談

①

②

③

④

⑤

⑥

さん

さん

　

11
月
８
日
に
三
の
丸

芸
術
ホ
ー
ル
で
德
川
家

広
さ
ん
と
佐
藤
孝
之
さ

ん
に
よ
る
対
談
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
氏
―
綱
吉
は
、
歴
代
徳
川
将

軍
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ

け
に
あ
っ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

德
川
氏
―
綱
吉
は
、
貨
幣
改
鋳
や

生
類
憐
み
政
策
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
積
極
的
に
改
革
を
試

み
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
東
京
の
上
野
に
あ
る
寛
永
寺

に
は
、
６
人
の
徳
川
将
軍
の
墓
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
綱
吉
が

眠
る
墓
は
豪
華
に
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
享
保
の
改
革
で
有
名

な
八
代
将
軍
吉
宗
は
、
遺
言
に
よ

っ
て
綱
吉
の
廟び

ょ
う

に
合ご

う

祀し

さ
れ
て
い

ま
す
。

佐
藤
氏
―
天
下
の
悪
法
と
い
わ
れ

て
い
る
生
類
憐
み
政
策
。
最
近
、

そ
の
評
価
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い

る
と
伺
っ
た
の
で
す
が
。

德
川
氏
―
綱
吉
は
、
国

内
の
平
和
化
を
推
し
進

め
た
大
功
労
者
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
よ

り
以
前
、
日
本
は
戦
争
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
記
憶

は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、

庶
民
に
暗
い
影
を
落
と
し
ま
す
。

綱
吉
は
生
類
憐
み
政
策
に
よ
っ
て
、

思
い
や
り
や
優
し
さ
と
い
っ
た
気

持
ち
を
育
む
こ
と
で
、
戦
争
が
二

度
と
起
き
な
い
平
和
的
な
考
え
を

庶
民
に
根
づ
か
せ
た
の
で
す
。
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mini

　暖房器具を準備し始めるのと
同時に、節電対策として「電気
の見える化」を始めてみません
か？ヒーターなどの暖房器具は、
たくさんの電気を消費し、夏期
よりも使用量が多い場合があり
ます。まずは、自宅の電気の使
い方を把握するために、市が無
料で貸し出している「省エネナ
ビ」や、東京電力が提供してい
るウェブサービス「でんき家計
簿」を利用してみましょう。電
気使用量や料金がグラフで表示
されるので、電気の使い方が一
目で分かります。
　見える化を実践して、各家庭
に合った省エネ・節約方法を見
つけてみませんか。

電気の見える化で、賢く冬
の省エネを実践しよう！

▪
こ
の
地
球　

壊
す
も
救
う
も　

あ
な
た
次
第

                      

麻あ
そ

生う

伊い

織お
り

さ
ん
（
第
一
中
学
校
２
年
）

平
成
26
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

Vol.18

●代表☎72 - 4111 市役所からのお知らせ

　
工
業
統
計
調
査

が
、
12
月
31
日
を

基
準
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
同
調

査
は
、
製
造
業
を
営
む
全
て
の
事
業
所

（
従
業
者
数
４
人
以
上
）
が
対
象
で
す
。

　

12
月
中
旬
頃
に
調
査
員
証
を
携
帯
し

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
・
障

害
・
老
齢
・
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な

ど
）
を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
、
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
て
も
、
そ
の
額
が
児
童

扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
、
差
額
分

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
受
給
の
対
象
と
な
る
場
合

▪
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
な

　

ど
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し

　

て
い
る

▪
父
子
家
庭
で
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺

　

族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

▪
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
夫
が
死
亡

　

し
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年

　

金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
な
ど

支
給
額
（
月
額
）

た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
行
政
課
統
計
係
（
内
線
５
０
５
）

▪
子
ど
も
１
人
の
場
合
　
９
６
８
０
円

　

～
４
万
１
０
２
０
円

※
受
給
者
の
所
得
で
異
な
り
ま
す

▪
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額
　
２
人

　

目　

５
０
０
０
円
、
３
人
目
以
降

　

１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
こ
ど
も
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
（
内
線
６
３
１
）
へ

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す

都
市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す

都市計画
　

　　

高
齢
者
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
を

行
う
た
め
に
、
新
た
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
一
か
所
増
設
し
、
次
の
地

域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
運
営
を
希
望
す
る
市
内

に
あ
る
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

担
当
地
区
（
第
４
圏
域
）　

　
館
林
地
区
（
本
町
三
・
四
丁
目
、
千

代
田
・
富
士
見
町
）、赤
羽
地
区
（
赤
生

田
・
上
赤
生
田
・
赤
生
田
本
・
楠
・
花

山
・
羽
附
・
羽
附
旭
町
）、
六
郷
地
区
（
新

宿
、
松
原
、
緑
・
つ
つ
じ
・
小
桑
原
・

美
園
・
南
美
園
・
東
美
園
・
西
美
園
町
）

応
募
予
定
法
人
説
明
会

と
き
　
12
月
17
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

市
役
所
５
０
３
会
議
室

応
募
資
格
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
応
募
条
件
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

※
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
、
応

　

募
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
み
　
12
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
申
込

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
直
接
、
介
護
高
齢
課
地
域
支
援
係
へ

問
合
せ　

同
地
域
支
援
係
（
内
線
６
７
５
）

※
説
明
会
へ
の
出
席
者
は
、
１
法
人
３

　

人
以
内

奨
学
資
金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

高
校
や
大
学
な
ど
に
在
学
・
進
学
す
る
か
た
の
修
学
を
支
援
す
る
た
め

支　援

　
東
毛
広
域
都
市
計
画
圏
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
、

赤
生
田
地
区
（
赤
生
田
・
上
赤
生
田
・

羽
附
町
）
に
お
け
る
都
市
計
画
の
変
更

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
意
見
の
あ
る
か
た
は
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
　
12
月
12
日
㈮
～
26
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

対
象
と
な
る
都
市
計
画
変
更
案

▪
県
案
　
東
毛
広
域
都
市
計
画
圏
都
市

　

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
館
林

　

都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更

▪
市
案
　
館
林
都
市
計
画
用
途
地
域
・

　

館
林
都
市
計
画
地
区
計
画
・
館
林
都

　

市
計
画
区
画
整
理
の
変
更

※
い
ず
れ
も
赤
生
田
地
区

縦
覧
場
所
・
問
合
せ

▪
県
案
　
県
都
市
計
画
課
（
℡
０
２
７

　

─

２
２
６

─

３
６
５
６
）、、館
林
土
木

　

事
務
所
（
℡
72

─

４
３
５
５
）、、市
都

　

市
計
画
課
（
内
線
４
０
８
）

▪
市
案
　
市
都
市
計
画
課
、
市
区
画
整

　

理
課
（
℡
72

─
４
９
８
１
）

意
見
書
提
出
先
　
12
月
26
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
、
縦
覧
会
場
に
備
え
付
け
の
様

式
、
又
は
必
要
事
項
（
氏
名
、
住
所
、

利
害
関
係
、
意
見
要
旨
）
を
記
入
し
た

も
の
を
、
直
接
、
又
は
郵
送
で
、
県
案

は
県
都
市
計
画
課
（
〒
３
７
１

─

８
５

７
０　

県
庁
内
）、市
案
は
市
都
市
計
画

課
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１　

市
役
所

内
）
へ

※
県
案
の
意
見
書
は
、

　

市
都
市
計
画
課
で
も

　

お
預
か
り
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

製
造
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

お知らせ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
法
人
を
募
集

高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
の
相
談
支
援
を
行
う

募　集

公
的
年
金
と
児
童
扶
養
手
当
の
併
給
が
可
能
に

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

お知らせ

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
が
必
要
で
す

建
物
の
建
築
や
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
か
た
は

お知らせ

　

建
物
の
建
築
や
取
り
壊
し
な
ど
で
、

土
地
・
建
物
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た

と
き
は
、
税
額
が
変
更
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
で
す
。

対
象
　
平
成
26
年
１
月
２
日
か
ら
同
27

年
１
月
１
日
ま
で
に
、
建
物
の
用
途
・

床
面
積
・
住
居
数
に
変
更
が
あ
っ
た
か
た

※
家
屋
調
査
の
際
に
申
告
し
た
か
た
は

　
必
要
あ
り
ま
せ
ん

申
告
期
限
　
同
27
年
１
月
13
日
㈫

申
告
先
・
問
合
せ
　
住
宅
用
地
に
関
す

る
申
告
書
（
税
務
課

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
を

同
資
産
税
係
（
内
線

６
８
３
）
へ

　
平
成
27
年
４
月
に
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
又
は
大
学
（
短

期
大
学
を
含
む
）
へ
進
学
（
予
定
者
を

含
む
）・
在
学
す
る
か
た
に
、
奨
学
資
金

を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象
　
出
身
学
校
長
、
又
は
在
学
学
校

長
が
適
当
と
認
め
推
薦
さ
れ
、
次
の
全

て
に
該
当
す
る
か
た

■

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
世

　

帯
の
子

■

学
力
優
秀
で
品
行
が
正
し
い
か
た

■

経
済
的
な
理
由
で
、
学
資
を
出
す
こ

　

と
が
困
難
な
世
帯
の
子

貸
与
額
（
月
額
）

■

高
等
学
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
　

　
９
０
０
０
円
以
内

■

高
等
専
門
学
校
　
１
万
７
５
０
０
円

　

以
内

■

大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程
　
３
万

　　
９
９
０
０
円
以
内

貸
与
期
間
　
同
27
年
４
月
か
ら
正
規
の

修
業
期
間

返
済
方
法
　
卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た

月
の
翌
月
か
ら
、
貸
与
年
数
の
２
倍
に

相
当
す
る
期
間
内

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
27
年
１
月
５
日

㈪
か
ら
30
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
に
、
申
請
書
（
教
育
総

務
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
書
類
を
添

え
て
同
総
括
係
（
内
線
２
１
８
）
へ

▪
こ
こ
ろ
が
け　

そ
こ
か
ら
始
ま
る　

エ
コ
ラ
イ
フ                      

　
　
　
　
　
　
根ね

岸ぎ
し

舞ま

緒お

さ
ん
（
第
二
中
学
校
２
年
）
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●対象マーク（主な対象者）
※全員対象はマークなし
　…中学生以下
　…高校生以上
　…65歳以上

子
大
高

広
告

情報
アラカルト

広
告

Information 
a la carte

が
必
要
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
飲
食
代

な
ど
）

※
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
友
の
会
会

　

員
で
な
い
か
た
は
、
別
途
１
０

　

０
０
円
が
か
か
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
８
日
㈪

か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
同
ホ
ー

ム
（
℡
72

─

４
３
０
４
）
へ

※
代
理
に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き

　

ま
す

入
居
資
格　

現
在
、
住
ま
い
に
困

っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
か
た
、
又
は
単
身
の
高
齢
者

お
知
ら
せ

　

従
業
員
の
福
祉
増
進
と
雇
用
安

定
の
た
め
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
し
た
企
業
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

平
成
25
年
５
月
か
ら
同
25
年
10
月

ま
で
の
間
に
従
業
員
を
共
済
へ
加

入
さ
せ
た
中
小
企
業
者

※
医
療
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、

　

対
象
外
の
業
種
が
あ
り
ま
す

補
助
金
額　

■

企
業
が
新
た
に
共
済
へ
加
入
す

　

る
新
規
共
済
契
約
者　

月
額
掛

　

金
の
20
％

■

雇
用
し
た
従
業
員
を
追
加
で
被

　

共
済
者
と
し
た
追
加
共
済
契
約

　

者　

月
額
掛
金
の
10
％

※
12
か
月
に
満
た
な
い
場
合
は
補

　

助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

※
対
象
と
な
る
掛
金
月
額
の
上
限

　

は
５
０
０
０
円

申
請
先
・
問
合
せ　

12
月
８
日
㈪

か
ら
26
日
㈮
ま
で
に
、申
請
書（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
と
必
要
書
類
を
同
工
業

労
政
係
（
内
線
２
０
６
）
へ

　

館
林
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、「
２

０
１
４
年
度
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

回
収
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
は
が

き
は
、
学
校
に
通
え
な
い
か
た
が

た
に
「
学
び
の
場
」
を
つ
く
る
た

め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

期
間　

平
成
27
年
１
月
５
日
㈪
～

２
月
27
日
㈮

回
収
場
所　

生
涯
学
習
課
、
公
民

館
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
、

公
立
幼
稚
園
・
保
育
園

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
内
線
２
２
４
）

と
き　

12
月
20
日
㈯　

午
後
６
時

30
分
～
９
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

ル
・
コ
ン
ト
ン
ト
モ
ン 

 

（
東
美
園
町
）

対
象　

市
内
在
住
、
又
は
在
勤
の

15
～
34
歳
の
か
た
（
中
学
生
を
除

く
。
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
書

と
き　

平
成
27
年
２
月
３
日
㈫
～

24
日
㈫
の
火
・
金
曜
日　

午
後
７

時
～
９
時
（
全
７
回
）

と
こ
ろ　

郷
谷
公
民
館

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容　

デ
ー
タ
入
力
、
グ
ラ
フ
の

作
成
な
ど

参
加
費　

２
５
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み　

12
月
19
日
㈮
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
直
接
同
公

や
障
が
い
の
あ
る
か
た

入
居
可
能
日　

平
成
27
年
４
月
１

日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ　

同
27
年
１
月

４
日
㈰
か
ら
18
日
㈰
ま
で
に
、
申

込
書
（
県
住
宅
供
給
公
社
館
林
支

所
及
び
館
林
土
木
事
務
所
に
あ
り

ま
す
）
を
郵
送
で
県
住
宅
供
給
公

社
（
℡
０
２
７

─

２
２
３

─

５
８

１
１
）
へ

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
（
同
供
給

　

公
社
館
林
支
所
及
び
同
土
木
事

　

務
所
で
募
集
期
間
中
の
み
配
布
。

　

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
県
住

　

宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
）
だ
け

　

の
配
布
で
、
祝
日
は
休
業
日
に

　

な
り
ま
す
）、又
は
県
住
宅
供
給

　

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w

w
.gunm

a-jkk.or.jp/

）
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い

※
青
柳
・
大
島
団
地
は
、
随
時
申

　

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

民
館
へ

問
合
せ　

松ま
つ

尾お

隆た
か
し

さ
ん
（
生
涯
学

習
館
林
市
民
の
会　

℡
０
８
０-

５
４
２
９-

５
３
８
９
）、又
は
市

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
４
）

　

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会
に
入

会
し
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

年
度
会
費　

１
０
０
０
円

と
き　

平
成
27
年
１
月
20
日
㈫　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

城
沼
公
民
館

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

内
容　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た

め
の
運
動
や
食
事
に
つ
い
て
学
び

ま
す

講
師　

三み

村む
ら
と
し聡

男お

さ
ん
（
慶
友
整

形
外
科
病
院
医
師
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
10
日
㈬

か
ら
、
相あ

い
か
わ
し
ず

川
静
夫お

さ
ん
（
同
会　

℡
73

─

２
３
７
６
）、又
は
市
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線
２
２

４
）
へ

と
き　

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮
～

３
月
23
日
㈪

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い

内
容
・
と
こ
ろ　

■

講
義
・
演
習
（
22
日
間
）　 

Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
法
人
お
互
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
（
北
成
島
町
）

■

実
習
（
３
日
間
） 　

市
内
介
護 

　

事
業
所

対
象　

全
日
程
参
加
で
き
る
か
た

定
員　

20
人

参
加
費　

８
万
５
９
０
０
円
（
受

講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み　

12
月
20
日
㈯
か
ら
28
日

㈰
ま
で
に
、同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
℡

70

─

１
３
２
６
）
へ

問
合
せ　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
又

は
市
介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係（
内

線
６
２
２
）

と
き　

12
月
12
日
㈮
・
16
日
㈫
・

22
日
㈪
・
25
日
㈭　

午
前
10
時
～

11
時
30
分 

（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

か
た

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

指
編
み
で
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

マ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す

講
師　

越こ
し
ざ
わ
け
い

澤
惠
子こ

さ
ん
（
ニ
ッ
ト

ル
ー
ム
け
い
）

参
加
費　

無
料
（
材
料
費
は
自
己

負
担
）

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
８
日
㈪

か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
74

─

５

３
４
２
）
へ

と
き　

12
月
19
日
㈮　

午
後
５
時

～
６
時

と
こ
ろ　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
第
二
学
生
食
堂
（
板
倉
町
）

テ
ー
マ　

 

「
健
脳
の
た
め
の
ニ
ュ

ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
～
脳
の
し

く
み
か
ら
健
康
な
脳
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
～
」

講
師　

児こ

島じ
ま
の
ぶ
ひ
こ

伸
彦
さ
ん
（
同
大
学

教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
大
学
板
倉
事
務
課（
℡

82

─

９
１
１
２
）、又
は
市
農
業
振

興
課
農
政
係
（
内
線
２
４
６
）

募
集

講
座

教
室

 

・

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
回
収

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
と
対
策

エ
ク
セ
ル
講
座

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

加
入
促
進
補
助
金
の
申
請

　ミニハープの美しい音色を聴
きながら、男女がともに輝く社
会づくりについて考えませんか。
とき　12月24日㈬　午後３時～
４時
ところ　市役所市民ホール
内容　エンジェルハーパーズに
よるミニハープ演奏と男女共同
参画一行詩（標語）の表彰式
※12月17日㈬から24日㈬まで、
　同ホールで入賞作品を展示し
　ます
参加費　無料
申込み　当日会
場へ
問合せ　市民協
働課共同参画係（内線6 8 7 ）

ふれあい市民コンサート

す
て
っ
ぷ
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

大

赤羽児童館
クリスマスコンサート

県
営
住
宅
の
入
居
者

ゆ
び
編
み
初
心
者
教
室

高
大

知
っ
て
役
立
つ
サ
イ
エ
ン
ス

とき　12月21日㈰　午前10時
30分～11時30分
ところ　赤羽児童館
内容　県立館林女子高等学校
吹奏楽部がクリスマスソング
メドレーなどを演奏します
参加費　無料
申込み　当日会場へ
問合せ　同館（℡72 - 4155）

●
放
送
大
学
平
成
27
年
度
第
１
学
期
の
学
生
募
集　

出
願
期
限
平
成
27
年
３
月
20
日
㈮
ま
で　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
２
７

─

２
３
０

─

１
０
８
５
）

広報たてばやし　12月1日掲載

司法書士法人　平野・山田事務所
司法書士　平野一男
司法書士　山田めぐみ

館林市代官町10 - 29（一中正門前）  　℡73 - 1234（要電話予約）　
営業時間　午前９時～午後５時　　　休日　土・日曜日、祝日
■ 相続や遺言の手続き
■ 会社設立や各種法人登記
■ 成年後見制度の各種手続き
■ 借金整理（任意整理・過払金返還・破産・個人再生）
■ ヤミ金・ネット詐欺・高額訪問販売等の消費者被害対応

豊 富 な 実 績 　 地 元 の 安 心

介
護
職
員
初
任
者
研
修
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●代表☎72 - 4111
●対象マーク（主な対象者）　※全員対象はマークなし
　…中学生以下　　…高校生以上　　…65歳以上子 大 高高

情 報 ア ラ カ ル ト
Information a la carte

持
参
す
る
物　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、

防
寒
着

申
込
み　

同
27
年
１
月
10
日
㈯
ま

で
に
、
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
を
城
沼
総
合
体
育
館
へ

問
合
せ　

坂さ
か
む
ら村

孝た
か
し

さ
ん
（
館
林
ロ

ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事
務
局　

℡
73

─

４
０
５
２
）、又
は
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
振
興
係 

（
同
館
内　

℡
74

─

２
６
１
１
）

と
き　

12
月
20
日
㈯　

午
前
８
時

30
分
・
西
公
民
館
集
合　

正
午
解

散
（
予
定
）

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

彫
刻
の
小こ

径み
ち

、
県
立
館

林
美
術
館
（
日
向
町
）

内
容　

彫
刻
の
小
径
の
散
策
と
同

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い

　

ボ
ー
ト
こ
ぎ
の
技
術
と
速
さ
を

競
う
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

平
成
27
年
１
月
18
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～
正
午
（
予
定
）

と
こ
ろ　

県
立
館
林
女
子
高
等
学

校
（
尾
曳
町
）

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

内
容　

■

小
学
生　

５
０
０
ｍ
漕そ

う

（
希
望

　

者
は
１
０
０
０
ｍ
漕
）

■

中
学
・
高
校
生
、
一
般　

１
０

　

０
０
ｍ
漕

■

ボ
ー
ト
競
技
経
験
者　

２
０
０

　

０
ｍ
漕

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

と
き　

平
成
27
年
１
月
14
日
㈬
・

21
日
㈬
・
29
日
㈭
、
２
月
４
日
㈬
・

12
日
㈭　

午
後
７
時
～
９
時
（
全

５
回
）

と
こ
ろ　

城
沼
総
合
体
育
館

対
象　

18
歳
以
上
の
か
た

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

ラ
テ
ン
の
音
楽
と
ダ
ン
ス

を
取
り
入
れ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

ズ
ン
バ
と
ヨ
ガ

講
師　

遠え
ん
ど
う藤

裕ゆ

み実
さ
ん（
ズ
ン
バ
・

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

持
参
す
る
物　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込
み　

12
月
８
日
㈪
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
同
館
へ

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興

係（
同
館
内　

℡
74-

２
６
１
１
）

と
き　

平
成
27

年
１
月
19
日
㈪

午
前
10
時
～
午

後
２
時

と
こ
ろ　

保
健

セ
ン
タ
ー　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た

定
員　

30
人 

（
先
着
順
）

内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の

講
話
、
調
理
実
習
と
試
食
、
家
庭

の
汁
物
の
塩
分
測
定

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
家
庭
の
み
そ
汁
、
筆
記
用
具

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
８
日
㈪

美
術
館
の
見
学

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

雨
具
、
昼
食
、
飲

み
物

申
込
み　

12
月
15
日
㈪
ま
で
に
、

根ね

岸ぎ
し
ま
さ正

雄お

さ
ん
（
館
林
西
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ　

℡
０
８
０

─

１
３
０

１

─

１
２
１
２
）、又
は
同
公
民
館

（
℡
75

─

３
７
３
９
）
へ

問
合
せ　

根
岸
正
雄
さ
ん
、
又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係
（
城

沼
総
合
体
育
館
内　

℡
74

─

２
６

１
１
）

か
ら
、
健
康
推
進
課
（
同
セ
ン
タ

ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

と
き　

平
成
27
年
１
月
20
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

生
後
５
か
月
～
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

20
組
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容　

肉
を
使
っ
た
調
理
実
習
と

試
食
・
交
流
会

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
18
日
㈭

か
ら
、
健
康
推
進
課
（
同
セ
ン
タ

ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

※
調
理
中
は
、
母
子
保
健
推
進
員  

　

が
子
ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す

と
き　

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯　

午
前
６
時
15
分
・
児
童
セ
ン
タ
ー

集
合　

午
後
６
時
30
分
解
散（
予
定
）

と
こ
ろ　

片
品
村
方
面
（
利
根
郡

片
品
村
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
～
６

年
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
万
円
（
バ
ス
・
リ
フ

ト
券
・
昼
食
代
、
保
険
料
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
14
日
㈰

の
午
前
10
時
か
ら
10
時
30
分
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
同
セ
ン
タ

ー
（
℡
73

─

１
５
２
２
）
へ

※
電
話
及
び
１
人
で
複
数
の
申
し

　

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※
受
付
終
了
後
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

　

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
の
で
、
親

　

子
で
お
越
し
く
だ
さ
い

と
き　

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

対
象　

小
学
生
以
上
の
か
た

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
カ
メ
ラ
を

作
っ
て
、
光
の
性
質
や
カ
メ
ラ
の

し
く
み
を
学
び
ま
す

参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
20
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）
へ

と
き　

12
月
７
日
㈰
～
平
成
27
年

２
月
15
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分

と
こ
ろ　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

内
容　

市
内
及
び
近
隣
地
域
に
生

息
す
る
野
草
な
ど
の
植
物
標
本
展
示

入
館
料　

高
校
生
以
上　

３
２
０
円

問
合
せ　

同
館
（
℡
75-

１
５
１
５
）

科
学
館

児
童
館

ス
ポ
ー
ツ

ス
キ
ー
教
室

子

保
健

ズ
ン
バ
＆
ヨ
ガ
教
室

高
大

自
然
学
習
会

植
物
標
本
作
品
展

東日本結婚相談室  ☎ 0276－62－0033

このまま結婚しなくていいのですか？
ご近所を見回してください、

大泉町北小泉３丁目８－１　 営業時間８時～ 20 時 　完全予約制

＜東毛地区を中心に、16年にわたり身元確実なお相手をご紹介しています＞

５人に１人が独身です。（群馬県50才男性未婚率22.1％）
「私は違う…、うちの子は違う…、」 後悔する前に、ご相談を!!

●
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
は
平
成
27
年
２
月
２
日
㈪
ま
で

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
80-

１
１
９
２

離
乳
食
教
室

大
子

マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会

バスケットボール女子
日本リーグ公式戦開催

　日本女子実業団トップクラスの
試合です。ぜひご覧ください。
とき　平成27年２月21日㈯　午前
９時30分～午後３時30分（予定）
内容
■ ミニバスケットボール交流試合
　 （２試合）
■ 富士通レッドウェーブVSトヨタ 
　紡織サンシャインラビッツ
ところ　城沼総合体育館
チケット発売

前売販売所　Ｔ．Ｓスポーツ（本
町四丁目　℡73 - 5941）、和田スポ
ーツ用品店（赤土町　
℡73 - 0313）
問合せ　鈴

す ず

木
き

義
よ し あ き

明さん
 （館林バスケットボー
ル協会　℡ 0 9 0 - 5996
- 2013）、又は市スポー
ツ振興課振興係（同館
内　℡74 - 2611）

チケット 前売券 当日券

２階アリーナSS席 3,000円 3,500円

２階アリーナ S 席 2,500円 3,000円

３階自由席・一般 2,000円 2,500円

３階自由席 （小学～高校生） 1,000円 1,200円

プラネタリウム新番組

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
美
術
館
見
学

HAYABUSA BACK TO THE EARTH
期間　12月６日㈯～平成27年６月28日
㈰の土・日曜日、祝日
内容・時間
■ 「HAYABUSA」ショートバージョ
　ン（星座解説付き） 　午前11時30分、
　午後２時30分
■ 「HAYABUSA」ディレクターズカ
　ット版（星座解説なし） 　午後３時
　50分　
※投影時間約45分
ところ　向井千秋記念子ども科学館
観覧料 　 高校生以上　5 4 0円、小・中
学生　2 1 0円
※高校生以上は別途入館料がかかります
※平日は団体予約のみ
問合せ　同館（℡75 - 1515）

メガネ 補聴器 サングラス

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

科
学
講
座

牛
乳
パ
ッ
ク
カ
メ
ラ
作
り
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市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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　幼稚園の給食試食会が、11月10日・11日に南幼稚園で
行われ、保護者24人が参加しました。ふだん幼稚園に来
る機会が少ないお父さんを対象に、子どもの園内での様
子を見てもらおうと開催されたもので、子どももお父さ
んも、いつもとは違う給食の時間を楽しく過ごしました。

スポーツを通して触れ合い、楽しむ
子どもからお年寄りまで

名木・古木の声に耳を傾ける
館林の歴史を長い間見守ってきた

お父さんといっしょにいただきま～す！
給食の時間が、今日はもっと楽しいね

　たてばやし古木めぐりが、11月８日に行われました。
これは、市内各所に生育している由緒ある古木を、樹木
医の解説とともに巡り、館林の緑に親しんでもらうため
に開催。16人の参加者は、樹木医による古木の状態や特
性などの解説を、熱心に聞いていました。

　ふれあいスポーツ大会が、11月６日に城沼総合体育館
で開催されました。高齢者や障がい者がスポーツを通し
て、交流を深め、健康づくりに役立ててもらおうと毎年
行われています。参加者は、応援に来た渡瀬保育園の園
児と玉入れや大玉ころがしなどを楽しみました。

　たてばやし国際交流まつりが、11月９日に市役所
東広場で開催されました。これは、さまざまな異文
化に触れることで互いを理解し、親善を図るために
毎年行われています。来場したかたは、アジアや南
米など各国の料理や物産品、ステージ発表などを通
して、交流を深めていました。

温かな異文化交流
冷たい雨の中で深めた

　
現
在
、
20
人
の
か
た
が
参
加

し
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
オ
ブ
ラ
イ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
れ
ぞ
れ

が
人
と
の
出
会
い
や
新
し
い
事

へ
の
挑
戦
が
増
え
て
い
く
中
で
、

自
信
や
仲
間
と
の
き
ず
な
、
周

囲
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く

の
を
感
じ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
会
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ

こ
と
。「
価
値
観
の
違
う
人
た
ち

が
、
互
い
に
価
値
を
高
め
合
え

る
よ
う
な
幸
せ
な
関
係
性
を
築

き
、
み
ん
な
が
楽
し
い
と
思
え

る
社
会
に
な
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
金
丸
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　 

「
ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が
幸

せ
に
生
き
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
ず
っ
と
考
え
て

い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
今

年
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
オ
ブ

ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表

を
務
め
る
金
丸
久
美
さ
ん
。

　
仕
事
を
通
し
て
多
く
の
か
た

と
関
わ
り
、
多
種
多
様
な
相
談

が
増
え
て
い
く
中
で
金
丸
さ
ん

は
「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
す
る

機
会
や
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る

機
会
、
自
分
の
思
い
を
表
現
で

き
、
互
い
に
認
め
分
か
ち
合
え

る
仲
間
が
い
る
場
所
が
必
要
だ

と
感
じ
て
、会
を
作
り
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
。

profile
昭和56年生まれ。 「障がいの有無にかかわ
らず、より良く生きるサポートがしたい」
と、作業療法士や中医学、伝統医学、ヨ
ガ、神経言語プログラミングなどを国内
外で学び、独自のセラピーを確立する。
フラワーオブライフプロジェクト代表。

file_245

自分と向き合い歩き出すことがたいせつ！

（高根町）
金
か ね

丸
ま る

久
く

美
み

さん

み
ん
な
が
自
分
ら
し
く

　
幸
せ
に
生
き
て
ほ
し
い

※プロジェクトでは、平成27年１月18日に、東北復興
　応援としてトークライブを開催。詳しくは、ホーム
　ページhttp://FOL-project.jimdo.comをご覧ください
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図書館

科学館

施設
だより

体育館

文化会館・三の丸芸術ホール

資料館

催し物ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

市文化施設の
情報を
お知らせします

施 設
だ よ り

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

道
し
る
べ

市
内
に
眠
る

歴
史
と
文
化
の

足
跡
を
訪
ね
て
…

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

図書館
（℡74- 2346）

向井千秋記念子ども科学館
（℡75 - 1515）

※参加費は無料です
スポーツ振興課

（城沼総合体育館内　℡74- 2611）
20

とき 会場 催し物
１
月

10日㈯～
12日㈷ 展 モノクローム＆璃都　絵

と写真の展示会

広報たてばやし

　大島地区に３か所ある御成婚記念の道標で、
大正13年（1924）の皇太子裕仁親王（昭和天皇）
の御成婚を記念したものです。
　背面には「西　中ノ渡ヲヘテ船津川ヘ約五丁」
とあり、当時「早川田の渡し」と「杉の渡し」
の間で正儀内にあった「中の渡し」を通り、船
津川町（佐野市）へ行く道と距離を示します。
※１丁（町）は約1 0 9ｍ

※11月15日現在の情報です

夜間天体観望会「秋から冬の星座を探そう」
　オリオン座やおうし座な
ど、冬の夜空を彩る星座を
探します。
とき　12月13日㈯・20日㈯
午後６時～８時
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台「太陽・昼間の星の観察」
　太陽の黒点や昼間でも見ることができる星を
観察します。
とき　12月14日㈰　午後１時50分～２時20分
※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
サイエンスショー「実験アラカルト！キッチン
サイエンス」
　キッチンにある物を使っ
た実験で、身近な科学を学
びます。
とき　12月21日㈰　午後１
時50分～２時20分

芸：ホール　展：展示室（12月15日～平成27年１月14日）

かなえ＆ゆかりによる人気ピアノデュオ「デュエットゥ」のミニ
コンサート。ジョプリンの「ジ・エンターテイナー」、ピアソラの「リ
ベルタンゴ」など、数々の名曲をお届けします。

　館林市・志木市スポーツ少年団親善サッカー交流会が、
11月２日、志木市立秋ヶ瀬総合運動場で開催されました。
これは、両市が大規模災害時の相互応援協定を結んだこ
とをきっかけに、スポーツでも親睦を深めようと始まっ
たもの。18回目を迎えた今回は、市スポーツ少年団７団
体４チームが志木市を訪問しました。
　参加した子どもたちは、大宮アルディージャのサッカ
ー教室を受けた後、志木市のスポーツ少年団との交流試
合を行い、お互いの親睦を深めました。

サッカーで志木市スポーツ少年団と交流！

第15回ピアノフェスティバル
「デュエットゥ・ミニコンサート」

旧大島村正儀内

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■城沼総合体育館・12月25日㈭・℡74 - 2611

新着＆おすすめ本紹介

　館林藩の武士、村瀬家の長男の惣一郎
は、弟妹に比べ自分が平凡なことに悩み
ます。惣一郎が家族や友人と暮らす館林
の風景が細かく描かれています。（一般書）

安住洋子／著　小学館
遙かなる城沼

　アトリエに住む男の前にたびたび現れ
るきつね。お互いの生活が交わることは
ないけれど、心の中では何か感じてるは
ず。どこかせつなくて温かいお話。（児童書）

ロランス・ブルギニョン /作　ギ・セルヴェ /絵　中井珠子 /訳　BL出版
アトリエのきつね

お話と紙芝居の会 広報紙の朗読ＣＤを貸し出します

　ボランティアが、参加者の年齢に応じ絵本を読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日、12月13日
㈯を除く）

　視覚障がい者のかたへ、広報たてばやしの朗
読ＣＤを貸し出しています。ぜひご利用ください。
申請先　図書館へ

　明治32年（1899）に発行されたすごろくで、右下
の館林尋常小学校（振出し）から始まり、時計回り
に商家や工場など1 0 3件の建物が描かれています。
中央の「上り」には、つつじが岡公園が描かれてい
て、当時の館林町内の様子を知ることができます。
展示期間　12月４日㈭～平成27年２月１日㈰

館林市中絵入り案内双六

とき　12月21日㈰　午後
３時30分開演
ところ　文化会館大ホール
チケット（全席自由）　
一般　1 , 0 0 0円、中学生
以下　50 0円
チケット販売　文化会館
窓口、三の丸芸術ホール
で発売中

映画会で楽しいひとときを

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

12月17日㈬ 家で死ぬということ

12月20日㈯ サンタクロースになった少年（吹き
替え版）

12月21日㈰ サンタクロースになった少年（字幕版）

１月７日㈬
プロフェッショナル　仕事の流儀　
妥協なき日々に、美は宿る
歌舞伎役者　坂東玉三郎の仕事

子ども向け（午前10時30分～、参加費無料）

12月21日㈰ よりぬきキテレツ大百科　クリスマ
ス編

御成婚記念の道標

館林市中絵入り案内双六（館林市立資料館蔵）

振出し部分

上り部分
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折り紙教室

問
合
せ
　
村む

ら

石い
し

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
（
℡
75

─

１
０
１
７
）

　

折
り
紙
教
室
は
、
毎
月

第
１
・
３
水
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
、
郷
谷
公
民
館

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
を
招
き
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、

折
り
紙
や
和
紙
、
包
装
紙

な
ど
で
作
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
部
品
を
組
み
合
わ
せ
、

テ
ー
マ
や
季
節
に
応
じ
た

作
品
を
作
り
あ
げ
ま
す
。

　

色
遣
い
や
折
り
方
に
よ

っ
て
、
作
品
に
個
性
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
も
折

り
紙
の
魅
力
で
す
。

　

作
業
で
は
、
指
先
を
使

う
の
で
、
脳
の
活
性
化
に

も
効
果
的
で
す
。
興
味
の

あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
一
度

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　12月25日㈭の午後３時から市役所5 0 3
会議室で行います。傍聴を希望するかた
は当日会場へお越しください。（団体の場
合は事前申し込みが必要）
※定員　15人（先着順）
※問合せ　教育総務課総括係（内線2 1 8）

○表紙の写真
　10月４日から11
月16日の期間、第
一資料館で、館林
城主で徳川第五代
将軍、徳川綱吉の
特別展が開催され、
たくさんの来場者
が訪れました。

299

献立　№52

今が旬のブロッコリーは、緑黄色野菜の中でも子どもたちに人気の食材。ビタ
ミンＣをたくさん含み、風邪の予防や美肌効果があります。また、ブナシメジ
に含まれるナイアシンやβグルカンは、冷え症対策や免疫力を高める作用があ
ると言われており、これからの寒い季節にお勧めの食材です。

材　料（４人分）
■ ブロッコリー　　　　　　　　　　１株
■ ブナシメジ　　　　　　　　　　 1/4 株
■ キャベツ　　　　　　　　　　　　２枚
■ カツオ節　　　　　　　　　　　　３ｇ
■ しょうゆ　　　　　　　　　　　　　　　大 1/2

ブロッコリーとしめ
じのおかか和え

一人前当たり19kcal

作り方
①ブロッコリーは小房に分けてから、塩を
　少々加えた熱湯で、好みの堅さになるま
　でゆでる
②ブナシメジは根元を切り落とし、小分け
　にして熱湯でさっとゆでる
③キャベツはざく切りにし、さっとゆでる
④あら熱を取った野菜を、カツオ節としょ
　うゆで和えたら完成
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